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令和4年度決算を認定
笑街健幸のまちの実現に向けて……
私たちの税金の使われ方……………
本会議と委員会で審議しました
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令和4年度
政務活動費を公開します……………
そこが知りたい! 議会のしくみその1…
清水町ふるさと大使
宮西達也さんの絵本の世界にふれる…
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宮西達也さん
清水町出身の絵本作家。
代表作に「おまえうまそう
だな」、ほか著書多数。



地方交付税
 4 億 7225 万円
（3.9％）

地方交付税
 4 億 7225 万円
（3.9％）

繰入金
5442 万円
（0.4％）

繰入金
5442 万円
（0.4％）

繰入金
5442 万円
（0.4％）

繰越金
8億 8356 万円 （7.3％）
繰越金
8億 8356 万円 （7.3％）
繰越金
8億 8356 万円 （7.3％）

使用料・手数料など
5億 1171 万円 （4.2％）
使用料・手数料など
5億 1171 万円 （4.2％）
使用料・手数料など
5億 1171 万円 （4.2％）

町税
58 億 1942 万円
（47.9％）

町税
58 億 1942 万円
（47.9％）

町税
58 億 1942 万円
（47.9％）

その他の依存財源
   11 億 1759 万円
　　    （9.2％）

その他の依存財源
   11 億 1759 万円
　　    （9.2％）

その他の依存財源
   11 億 1759 万円
　　    （9.2％）

町債
4億 9691 万円
        （4.1％）

町債
4億 9691 万円
        （4.1％）

町債
4億 9691 万円
        （4.1％）

 自主財源
72 億 6911 万円
    （59.8％）

 自主財源
72 億 6911 万円
    （59.8％）

 自主財源
72 億 6911 万円
    （59.8％）

　　依存財源
48 億 8231 万円
    　（40.2％）

　　依存財源
48 億 8231 万円
    　（40.2％）

　　依存財源
48 億 8231 万円
    　（40.2％）

 国・県支出金
27 億 9556 万円
  （23.0％）

 国・県支出金
27 億 9556 万円
  （23.0％）

 国・県支出金
27 億 9556 万円
  （23.0％）

歳入
121億
5142万円

その他
  商工費 1 億 9813 万円 1.7％
  議会費 1 億  555 万円 0.9％
  農林水産業費  4181 万円 0.4％
  労働費 1245 万円 0.1％
  災害復旧費 98 万円 0.0％
　 

その他
  商工費 1 億 9813 万円 1.7％
  議会費 1 億  555 万円 0.9％
  農林水産業費  4181 万円 0.4％
  労働費 1245 万円 0.1％
  災害復旧費 98 万円 0.0％
　 

　　　民生費
　39 億 1331 万円
　　　　（33.8％）

　　　民生費
　39億 1331 万円
　　　　（33.8％）

　　　民生費
　39億 1331 万円
　　　　（33.8％）

土木費
13 億 7338 万円
（11.9％）

土木費
13 億 7338 万円
（11.9％）

土木費
13 億 7338 万円
（11.9％）

    教育費
14 億 6288 万円
　（12.6％）

    教育費
14 億 6288 万円
　（12.6％）

    教育費
14 億 6288 万円
　（12.6％）

 公債費
9億 4176 万円
（8.1％）

 公債費
9億 4176 万円
（8.1％）

 公債費
9億 4176 万円
（8.1％）

　　消防費
5億 8754 万円
    （5.1％）

　　消防費
5億 8754 万円
    （5.1％）

　　消防費
5億 8754 万円
    （5.1％）

　　衛生費
11 億 4803 万円
           （9.9％）

　　衛生費
11 億 4803 万円
           （9.9％）

　　衛生費
11 億 4803 万円
           （9.9％）

　　　 総務費
　　　 18 億 178 万円
　　　　　（15.5％）

　　　 総務費
　　　 18 億 178 万円
　　　　　（15.5％）

　　　 総務費
　　　 18 億 178 万円
　　　　　（15.5％）

歳出
115億
8760万円
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の実現に向けての実現に向けて
９ 月

定例会
　

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
を
８
月
31
日
か
ら
９
月

22
日
ま
で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
副
町
長
の
選
任
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
令
和
５
年
度
一
般
会
計

	 121 億 5142万円	 115 億 8760万円	 賛成 11人反対２人
	 271 万円	 271 万円	 全員賛成
	 27 億 9332万円	 27 億 7317万円	 賛成 11人反対 2人
	 25 億 4418万円	 24 億 2908万円	 賛成 11人反対 2人
	 4 億	4571 万円	 4 億 2940万円	 賛成 11人反対 2人

	 収益的収入・支出	 9 億 7035万円	 9 億 1221万円
	 資本的収入・支出	 11 億 8641万円	 13 億 3698万円

土 地 取 得
国民健康保険事業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

一 般 会 計

下 水 道 事 業 全 員 賛 成

会 計 名

会 計 名

一般会計・特別会計の決算の状況

公営企業会計の決算の状況

歳　 入

科 目 名

歳	 	 出

収入決算額

採決の結果

支出決算額 採決の結果

特
別
会
計

　町税や使用料・手数料などが増加する一方、
町債を大きく減らすことができた結果、前年度
に比べて歳入総額は0.3％の微増となりました。
　コロナ禍に伴う各種給付金の支援やワクチン
接種の実施のほかプレミアム商品券の発行やま
ち歩きアプリの導入などを行い、歳出総額は前
年度に比べ、3.1％増加しました。

補
正
予
算
（
第
５
回
）
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。
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令和４年度決算を認定

笑街健幸のまち笑街健幸のまち
主令 なの和 事4 業年 度

ゆうすいポイント事業

まち歩きアプリ事業

プレミアム商品券発行事業

柿田川公園整備工事

　地域経済や事業者、町民生活を支援するた
め、ゆうすいポイントカードの配布やポイント
付与率 20 倍のキャンペーンなどを行いました。

　歩いて貯まる「けんこうポイント」をゆう
すいポイントに交換できる、まち歩きアプリ
ＰＬＵＳ－Ｗａｌｋ清水町を導入しました。

　コロナ禍での町内の経済活動支援の１つとし
て、プレミアム率50％のプレミアム商品券を発
行しました。

　広場の芝生の植栽と園路等の整備を行い
ました。６月の植栽作業には、多くの方々
がボランティアとして参加しました。

７２３３万円

４６７万円

３８91 万円

１703 万円

ユーザー数　22,337 人

登録者数　1,176 人

販売冊数　14,267 冊

オンライン訪問看護事業

　令和３年度に引き続き、オンライン訪
問看護事業を実施しました。

１１０万円

利用者　33 人

（令和5年3月末現在）

（令和5年3月末現在）
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使われ方使われ方
委員会で審議しました委員会で審議しました

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

　財政調整基金が大幅に増
額したが、その分析は。ま
た、基金の適正な水準は。

　ふるさと納税の寄附額、
流出額は。

　体験型ふるさと納税を検
討しては。

　利用世帯が 263 世帯で
あり、独り暮らし高齢者世
帯の約 10 分の１の利用に
とどまっているが、普及を
促進する考えは。

　災害に備えて、避難訓練
等で手話奉仕員が活動する
場を考えては。

　会議の意義は。

　法人町民税の未納は回収
できるのか。

　未収の対策の検討は。

財政調整基金

ふるさと納税

みらい会議

町税収入未済

緊急通報システム

手話奉仕員

地域包括センター等と連
携して、町民に周知し、利用
促進に努めていきたい。

A

手話通訳者等派遣事業で
通訳者の派遣要請があった方
に、意見を聴きながら検討し
ていきたい。

A

みらい会議は、民間の
様々な分野で活躍する方々で
構成されている。
　前例踏襲に陥りがちな行政
において、外部の方々の見識
や経験に基づく提言は、町政
の推進に大変参考になる。

A

納付に向けた交渉を行っ
ている。国税、県税の担当者
とも情報交換を行い、滞納の
解消に努める。

A

全国的に口座差押え等の
滞納処分を速やかに行う傾向
にあり、本町もそのように対
策したい。

A

令和３年度の剰余金が増
額となり積み増しできたこと
や、町税が予算を上回り繰入
金を抑制できたことが要因で
ある。
　本町における基金の適正な
水準は財政運営上、おおむね
14億円と捉えている。

A

令和４年度の寄附額（企
業版ふるさと納税を除く。）
は、2304 万円、令和４年の
税額控除額は約 6400 万円で
あった。

A

体験型に近いものとして、
店舗型ふるさと納税を導入し
た。体験型については、研究
中である。

A

財政調整基金の推移（年度末現在）

令和 2 年度

令和 3 年度

令和 4 年度

3億 1601 万円

5億 3552 万円

10 億 8888 万円
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私たちの税金の私たちの税金の
本会議と本会議と

Q

Q

Q

Q

Q
　支援が必要な児童が増え
ている原因は。

　全ての児童へ学校生活費
用を補助する考えは。

　幼稚園の園児が減少して
いるが、町の認識は。

　幼稚園の園児を増やすた
めの方策は。

　中学校の生ごみ処理機が
故障し、西小学校の処理機
も老朽化している。町の考
えは。

就学援助事業公立幼稚園学校給食 
  ごみ減量事業

反対
です

賛成
です

討論

　まち歩きアプリの導入、柿田川公園や
清水小学校教材園の整備、小中学校等の
給食費の負担軽減事業、南小学校北校舎

　急遽中止となった湧水まつりについ
ては、協賛金出資者に会計報告を丁寧
にすべきだった。循環バスについては

改築事業など、町民福祉の向上や子供たちの教育
環境の整備に資する事業などが積極的に進められ、
コロナ禍からの地域経済活動の回復と町が進める
まちづくりの主要な施策の両立が図られた決算で
ある。

（野田 敏彦 議員）

利便性を高めるべく早期に改善策を検討すべき
だった。また、潜在的な待機児童解消のためにも
保育士の正規職を増やすべきである。取り組むべ
き施策が行われていなかったり、または不十分で
あった。

　　　　（吉川 清里 議員）

賛成 11人　反対２人

一般会計決算

１台数百万円する機器で
あり、更新には至っていない
がＳＤＧｓの観点からも、順
次更新したいと考えている。

A

卒業・入学の人数の差に
よる増のほか、外国籍児童が
増えたことなどによる新規認
定の増によるものである。

A

全ての児童への対応は困
難であり、経済的に厳しい世
帯などを支援することがこの
制度である。今後もこの支援
を続けていく。

A

少子化、保育ニーズの高
まり、保育料の無償化などの
要因が重なったことや民間幼
稚園を選択する方も少なから
ずいるものと認識している。

A

預かり保育（朝８時から
夕方５時まで）を保護者に説
明し、利用を勧めている。今
後も預かり保育の充実とＰＲ
を進めていきたい。

A

地域経済の回復とまちづくり施策が両立地域経済の回復とまちづくり施策が両立 取り組むべき施策が不十分取り組むべき施策が不十分
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国民健康保険事業国民健康保険事業特別会計特別会計
QQ Q 　法定外の繰入れを行って

いるが、この理由は。
　また、今後の方針は。

　国保財政が縮小傾向にあ
るが、どう考えるのか。

　国保加入者と社会保険加
入者とでは、保険税（料）
の差が非常に大きいが、ど
のように考えているのか。団塊の世代が 75 歳に到

達することによる制度移行や
被用者保険の適用拡大に伴い、
税収、給付費は減少傾向にあ
るが、制度改革により県も保
険者になったことから、財政
基盤の安定化が図られている。

A
医療保険制度の成立過程

が異なるため、被保険者の負
担に違いが生じるものである。
　国民健康保険では、所得の
区分に応じた減免制度を設け
ており、所得のある被保険者
の保険税と単に比較できるも
のではない。

A 国保の事業会計で実施す
る事業に係る経費のうち、保
険税及び国、県の負担金で賄
いきれない部分を一般会計か
ら繰り入れて支出している。
　今後も同様の考え方で行っ
ていきたい。

A

反対
です

賛成
です

討論

　高齢者人口の割合の増など、依然と
して厳しい状況だが、制度の安定運営
に努めた。保険給付費が前年度と比べ

減額となったことは、疾病予防による医療費抑制
や特定健診、各種教室などへの熱心な取組による
ものと推察される。

　（寺島 俊郎 議員）

賛成 11人　反対２人
制度の安定運営に努めた制度の安定運営に努めた 所得は低下しているが保険税は増加した所得は低下しているが保険税は増加した

　国保加入者の平均所得は低下してい
るが、保険税は増加し、負担が増して
いる。応益割の１つである均等割は子

供が増えるほど負担が大きくなり、少子化対策や
子育て対策に逆行するものである。

（森野 夏歩 議員）

３
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
副
町
長
の
選
任
】

　
秋
山　
治
美　
氏

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
】

　
岩
﨑　
孝　
氏

【
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
】

　
望
月　
め
ぐ
み　
氏

清
水
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

清
水
町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

清
水
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

清
水
町
普
通
河
川
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

清
水
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 条

例
改
正

人

事

全
員
賛
成
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介護保険事業介護保険事業特別会計特別会計
Q Q　介護予防の点を重視して、給付費や地域

支援事業費を多く支出すべきではなかった
か。

　介護保険が本人や家族を介護から救う制
度となり得ているのか。

コロナ禍による利用控えなどがあったと分
析している。
　一方で、要介護者が減少し、要支援者が増加
している状況は、介護予防の事業効果の現れ
と考えている。予防に力を入れることは、介
護保険制度を適正に運営していく上でも非常
に重要であると認識している。

A 介護保険は本人や家族の負担軽減を図る制
度である。高齢者が可能な限り住み慣れた地域
で自立した生活を営むことができるように、介
護予防の取組を推進するとともに、制度の安定
維持に努める。

A

特別会計決算

反対
です

賛成
です

討論

　要介護認定者数は計画の範囲内で推
移しており、必要なサービスを提供し
つつ、適切な財政運営が図られた結果

だと推測される。包括的支援事業においては、支
援体制の構築と認知症ケアの向上に積極的に取り
組んでいる。

　　　　　　　　　　　　（松下 尚美 議員）

賛成 11人　反対２人
認知症ケアの向上に取り組んでいる認知症ケアの向上に取り組んでいる 予防サービスに力を入れるべき予防サービスに力を入れるべき

　保険料が増加しており、生活が苦し
い世帯が多いのではないか。また、介
護施設などの介護サービスの負担が重

い。介護予防については重度化を防ぐためにも、
予防サービスに力を入れるべきであった。

　　　　　　　　（森野 夏歩 議員）

　
土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

 

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

 【
提
出
者
】

静
岡
県
労
働
組
合
評
議
会

 【
結　
果
】

不
採
択

特
別
会
計

事
業
会
計

審
査
結
果

陳
情
の

そ
の
他
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認
知
症
の
早
期
発
見
と

重
症
化
予
防
な
ど
早
期
対
策

と
し
て
認
知
症
の
診
断
費
用

を
全
額
助
成
し
て
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

助
成

の
対
象
や
負
担
割
合
な
ど
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　

認
知
症
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
認
知
症
の
人
や
家
族
、

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と

と
も
に
、
主
体
的
な
政
策
形

成
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
継
続
的
に
創
設
し
て
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

様
々

な
機
会
を
捉
え
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
考
え
る
場
を

設
け
て
い
く
。

認
知
症
の
診
断
費
用
の
全
額
助
成
を

制
度
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

答
問

花堂 晴美

９人が町政を問う９人が町政を問う９人が町政を問う９人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

質問者の動画
が見られます

認知症にやさしいまちづくりを

　
　

民
間
の
活
力
を
活
用
し

た
認
知
症
カ
フ
ェ
（
家
族
支

援
）
の
拡
充
を
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

講
師
と
受
講
生
を
中
心
に
、

地
域
に
お
い
て
認
知
症
本
人

の
悩
み
や
、
そ
の
家
族
の
支

援
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解

の
啓
発
を
目
的
と
し
た
チ
ー

ム
オ
レ
ン
ジ
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
併
せ
て
住
民

主
体
の
活
動
と
し
て
、
介
護

事
業
所
を
会
場
と
し
た
新
た

な
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
設
置

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
住
民
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
や
民
間
活
力

と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　
　

女
性
活
躍
推
進
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
の

企
業
を
リ
ー
ド
す
る
行
動
計

画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
現
在
、
町
で
は
特
定
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て

い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
計
画
に
掲
げ
る
取
組

事
項
が
満
足
に
実
施
で
き
な

か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
時
期
を

見
据
え
て
策
定
す
る
こ
と
と

し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　

女
性
管
理
職
割
合
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

課
長
級
へ
の
昇
格
対
象
者
と

な
る
課
長
補
佐
の
女
性
職
員

を
育
成
及
び
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
町
の
見

解
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

日
常
か
ら

政
策
や
方
針
決
定
の
場
に
参

画
す
る
機
会
を
増
や
す
と
と

も
に
、
研
修
な
ど
の
機
会
を

通
じ
て
女
性
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
対
す
る
意
識
や
昇

格
意
欲
の
向
上
に
努
め
て
い

く
。

　
　

女
性
活
躍
に
つ
い
て
、

女
性
職
員
の
意
見
交
換
を
す

る
場
を
設
定
す
る
等
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
を
し
な
が
ら

キ
ャ
リ
ア
形
成
し
て
い
け
る

よ
う
、
相
談
体
制
を
整
備
し

て
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

職
場
全
体
、

管
理
職
、
人
事
担
当
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
役
割

を
明
確
に
す
る
な
ど
、
様
々

な
場
を
通
じ
て
女
性
職
員
が

相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

問答

女
性
活
躍
推
進
法
の
取
組
は

問答

問

問

問 答

答

答

問答
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小
中
学
校
の
特
別
支
援

学
級
在
籍
児
童
数
は
、
平
成

30
年
度
は
36
人
で
あ
っ
た
が
、

本
年
度
は
64
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
本
年
度
、
幼
稚
園
・
保
育

所
再
編
計
画
を
策
定
す
る
が
、

近
隣
市
町
に
あ
る
よ
う
な
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
を
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き

で
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

関

係
部
署
と
調
整
し
な
が
ら
、

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計
画

の
策
定
に
お
い
て
、
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
も
考

慮
し
て
い
き
た
い
。

　
　
岐
阜
県
中
津
川
市
で
は
、

教
職
員
等
の
人
材
バ
ン
ク
の

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
免
許
の
必
要
な
講
師

の
ほ
か
、
看
護
師
・
保
育

士
・
学
校
心
理
士
な
ど
が
児

童
生
徒
の
学
習
支
援
に
あ
た

る
「
学
習
支
援
指
導
助
手
」、

別
室
登
校
の
子
供
た
ち
の
学

習
支
援
や
生
活
支
援
を
行
う

「
個
別
支
援
指
導
助
手
」、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
寄
り
添
い
学
習
支

援
・
生
活
支
援
を
行
う
「
特

別
支
援
指
導
助
手
」、
免
許

資
格
は
不
要
で
学
校
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
不
登
校
児
童

生
徒
の
家
庭
で
訪
問
指
導
を

行
う「
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
」

な
ど
多
様
な
人
材
の
登
録
バ

ン
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

　
参
考
に
な
る
事
例
だ
が
、

町
の
考
え
は
。

松浦 俊介

質問者の動画
が見られます

児童発達支援センター「ススミダス」（長泉町）

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

教
職

員
の
人
材
情
報
に
つ
い
て
は
、

県
教
職
員
人
材
バ
ン
ク
の
登

録
制
度
を
活
用
し
、
情
報
を

受
け
て
い
る
。
町
に
講
師
及

び
支
援
員
の
登
録
を
希
望
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
希
望
条

件
等
を
整
理
し
、
連
絡
が
可

能
な
体
制
を
整
え
て
い
る
。

現
行
の
人
材
把
握
や
確
保
の

手
法
を
引
き
続
き
運
用
す
る

中
で
、
そ
の
課
題
を
整
理
し
、

他
市
町
の
先
進
事
例
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
本
町
で
も
、
小
中
学
校

に
、
小
学
校
低
学
年
学
校
生

活
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育

補
助
員
、
特
別
支
援
学
級
支

援
員
、
生
活
指
導
員
、
外
国

語
支
援
員
等
の
支
援
員
や
補

助
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
西
小
学
校
で
は
、
児
童
数

４
１
１
人
中
、
16
％
の
64
人

の
外
国
籍
等
の
児
童
が
お
り
、

５
年
前
よ
り
５
％
増
加
し
た
。

　
外
国
籍
支
援
員
は
、西
小・

清
水
中
の
卒
業
生
か
ら
探
す

べ
き
と
考
え
る
。

　
発
達
障
害
・
外
国
籍
児
童

数
の
増
加
に
よ
り
、支
援
員・

補
助
員
の
勤
務
時
間
数
や
人

員
の
さ
ら
な
る
確
保
の
必
要

性
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
の
数
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、

各
種
支
援
員
の
適
正
な
配
置

を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
そ
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

答

問

答

答

問

幼
保
再
編
計
画
に
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
に
つ
い
て
考
慮
し
て
い
く

答
問

教
職
員
等
の
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
を

問
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問　
総
合
運
動
公
園
の
利
用

状
況
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 
多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
サ
ッ

カ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
団
体
の
利

用
が
多
く
、
年
間
延
べ
２
万

４
８
１
４
人
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
年
間
延
べ
１
万
２
７
３

４
人
の
利
用
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
利
用
制
限
等
を

行
っ
て
い
た
令
和
２
年
度
及

び
３
年
度
か
ら
は
回
復
傾
向

に
あ
る
一
方
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
目
的
と
し
た
利

用
は
な
か
っ
た
。

　
　
利
用
率
の
低
い
施
設
に

つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
の
変
更
の
考
え

は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
メ
リ
ッ
ト

や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
望
ま
し

い
利
活
用
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ

っ
た
の
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 
特

に
多
い
内
容
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
コ
ー
ト
等
の
施
設
に
対

す
る
不
満
や
老
朽
化
し
て
い

る
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て
で

あ
る
。

問　

総
合
運
動
公
園
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
人
工

芝
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
!!
わ
か
ふ
じ
国
体

で
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
開
催
の

た
め
、
平
成
13
年
度
及
び
14

年
度
に
整
備
し
て
か
ら
20
年

以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
耐

用
年
数
８
年
を
大
き
く
超
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

も
、
砂
の
補
充
や
転
圧
等
、

軽
微
な
補
修
は
し
て
い
る
が
、

全
面
的
な
改
修
は
行
っ
て
い

な
い
た
め
、
ク
レ
ー
部
分
が

荒
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

寺島 俊郎

質問者の動画
が見られます

　
　
総
合
運
動
公
園
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
足
に
負
担
の
少

な
い
人
工
芝
の
オ
ム
ニ
コ
ー

ト
に
整
備
す
る
計
画
や
そ
れ

に
伴
う
夜
間
照
明
の
設
置
な

ど
安
全
で
利
用
し
や
す
い
施

設
に
整
備
す
る
計
画
が
あ
る

の
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

整

備
に
は
多
額
な
費
用
も
か
か

る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
整

備
計
画
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審

議
会
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
も
含

め
、
総
合
運
動
公
園
全
体
の

有
効
な
活
用
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答

答

答

問

活用が求められるゲートボール場

答答 問問

問

問

総
合
運
動
公
園
の
活
用
と
整
備
を

有
効
な
活
用
策
を
検
討
し
て
い
く

答
問
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答 南
小
改
築
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を

屋
根
な
ど
に
設
置
を
検
討
し
て
い
る

問
　
　
昨
年
、
町
は
南
小
学
校

北
校
舎
の
躯
体
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
後
、
改
築
に
向
け

計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
現

時
点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

令
和

８
年
４
月
か
ら
の
新
校
舎
の

使
用
開
始
を
目
指
し
、基
本・

実
施
設
計
を
令
和
５
年
度
中

に
完
了
し
、
令
和
６
年
度
の

夏
季
休
業
明
け
か
ら
仮
設
校

舎
を
使
用
で
き
る
よ
う
、
建

設
及
び
引
越
し
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
南
小
学
校
北

校
舎
の
改
築
に
対
し
て
保
護

者
や
地
域
の
方
々
、
教
育
委

員
な
ど
か
ら
の
意
見
等
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

運
営
協
議
会
委
員
か
ら
は
、

児
童
の
学
校
生
活
や
学
校
行

事
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
を
、

ま
た
、
教
育
委
員
か
ら
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
ゆ
と

り
あ
る
教
室
へ
の
拡
張
や
避

難
場
所
と
し
て
の
活
用
を
見

据
え
た
機
能
整
備
な
ど
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
施
設
と

な
る
よ
う
に
と
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
は
、
現
在

進
め
て
い
る
設
計
の
参
考
と

し
て
い
る
。

　
　
改
築
に
当
た
っ
て
現
校

舎
に
設
置
し
て
あ
る
エ
ア
コ

ン
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

北
校

舎
に
17
台
設
置
し
て
い
る
空

調
設
備
は
、
引
き
続
き
学
校

で
利
用
す
る
た
め
、
全
て
移

設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
移
設
箇
所
は
、
南
校
舎
の

特
別
教
室
や
清
水
中
学
校
の

特
別
教
室
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
改
築
後
の
新
校
舎
の
防

水
対
策
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

南
小

学
校
の
地
域
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
お
い
て
、
お
お
む

ね
1
０
０
0
年
に
一
度
発
生

す
る
と
想
定
さ
れ
る
最
大
規

模
の
降
雨
に
伴
う
洪
水
や
内

水
氾
濫
に
よ
る
最
大
浸
水
深

が
３
メ
ー
ト
ル
と
想
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
浸
水
に
よ
る

電
源
設
備
へ
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
受
電
源
設
備
の
屋
上

等
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
建
物
躯
体
で
あ
る

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
防
水

性
の
高
い
塗
料
を
施
す
こ
と

で
、
浸
水
に
よ
る
影
響
が
少

な
い
構
造
も
考
え
て
い
る
。

桐原 直紀

質問者の動画
が見られます

問　
今
後
計
画
さ
れ
て
い
る

清
水
中
学
校
と
西
小
学
校
は

大
規
模
改
修
を
行
う
の
か
、

そ
れ
と
も
改
築
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

南
小

学
校
北
校
舎
と
同
様
に
、
建

物
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、

危
険
度
、
劣
化
状
況
及
び
経

費
等
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
、

総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
学
校
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
に
太
陽
光
発
電
の
設
置

の
検
討
を
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、

環
境
教
育
で
の
活
用
や
地
域

の
先
導
的
役
割
を
果
た
す
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
在
進
め

て
い
る
南
小
学
校
北
校
舎
の

改
築
事
業
に
お
い
て
、
屋
根

な
ど
に
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
を
検
討
し
て
お
り
、
今

後
の
学
校
施
設
長
寿
命
化
事

業
に
お
い
て
も
、
同
様
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

答答

答

学校施設に太陽光発電を
出典：国立教育政策研修所文教施設研究センター

問問

問答

問問 答



12清水町議会だより　2023 年 10 月30日

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
制
度
の
導
入
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
市
町
の
動
向
を
注
視
す
る

答
問

　
　
自
転
車
事
故
の
件
数
と

損
傷
部
位
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 
過

去
５
年
間
の
自
転
車
の
運
転

者
が
負
傷
し
た
事
故
の
合
計

は
20
件
で
、
損
傷
部
位
は
、

頭
部
５
件
、
頸
部
（
首
）
４

件
、
脚
部
４
件
、
そ
の
他
は

７
件
で
あ
っ
た
。

　
　
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
に
補
助
制
度
の
導
入
を
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
警
察
署
管
内
の
沼
津
市
と

協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

他
市
町
の
動
向
も
注
視
し
つ

つ
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
る
。

海野 豊彦

質問者の動画
が見られます

　
　
自
主
防
災
組
織
等
に
対

す
る
補
助
金
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

区

運
営
等
事
業
費
補
助
金
の
中

で
６
万
３
０
０
０
円
を
交
付

し
て
い
る
。

　
　
防
災
事
業
費
補
助
金
制

度
の
構
築
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

助

成
制
度
の
構
築
に
よ
り
、
地

域
特
性
に
応
じ
た
資
機
材
の

整
備
や
管
理
運
営
に
伴
う
主

体
的
な
防
災
意
識
の
醸
成
が

な
さ
れ
、
自
助
・
共
助
の
意

識
の
普
及
を
図
る
上
で
大
変

有
効
と
考
え
て
い
る
。
一
方

で
各
区
の
発
災
時
の
対
応
力

に
格
差
が
生
じ
る
と
い
っ
た

懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

自
主
防
災
会
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
地
区
公
民
館
へ
災
害
バ

ル
ク
導
入
の
考
え
は
。
ま
た
、

町
の
支
援
策
は
。

　

  （
町
長
） 

災
害
バ
ル
ク
は
、

法
人
格
を
持
つ
自
治
区
の
み

が
対
象
で
あ
る
と
い
う
課
題

と
１
０
０
０
万
円
程
度
の
導

入
費
に
加
え
、
維
持
管
理
費

も
必
要
で
あ
り
、
町
単
独
で

各
地
域
へ
の
整
備
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
は
財
政
的
に
も

負
担
が
大
き
く
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
町
は
、

負
担
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら

整
備
が
で
き
る
か
を
目
指
し
、

国
の
補
助
金
を
は
じ
め
と
す

る
財
源
の
確
保
に
向
け
て
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

災
害
バ
ル
ク
の
導
入
を

井
戸
の
登
録
制
度

の
導
入
を

電気

空調

調理

LP ガス
災害バルク

LPガス発電機

ガスヒートポンプ
エアコン

炊き出し設備
様々な活用が期待される災害バルク

問答

問

問

問

問 答

答

答

答

問答

　
　
災
害
時
の
水
の
供
給
体

制
整
備
に
、
井
戸
の
登
録
制

度
の
導
入
の
考
え
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

有

事
の
際
の
生
活
用
水
の
確
保

は
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
井
戸
の
登
録
制
度
の
導

入
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

井
戸
に
関
す
る
情
報
を
有
し

て
い
る
黄
瀬
川
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
、
ま
た
は

各
区
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

民
間
の
井
戸
の
実
態
把
握
を

進
め
て
い
き
た
い
。

出典：一般社団法人エルピーガス振興センター
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
績
と
成
果
、
課
題
は
。　

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 
発
表

を
伴
う
一
斉
学
習
活
動
に
お

い
て
、
児
童
生
徒
が
相
互
の

意
見
を
即
時
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
人
一
人
の

反
応
を
教
員
が
把
握
で
き
る

た
め
、
授
業
展
開
の
幅
の
広

が
り
と
効
率
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
課
題
は
、
教
科
の

特
性
及
び
実
態
に
よ
っ
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し

て
い
な
い
場
面
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が

効
果
的
か
考
察
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
進

め
方
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
校
と

家
庭
が
共
有
し
て
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
授
業
の

導
入
前
に
使
い
方
や
注
意
点

を
は
じ
め
、
児
童
生
徒
の
学

年
に
応
じ
情
報
に
対
す
る
責

任
や
様
々
な
利
点
な
ど
も
段

階
的
に
教
育
し
て
い
る
。

　
　
今
後
の
目
指
す
方
向
は
。

　

  （
教
育
長
） 

こ
の
新
た
な

教
育
の
技
術
革
新
は
、
多
様

な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
個
別
最
適
化
と
と

も
に
、
創
造
性
を
育
む
学
び

に
も
寄
与
し
、
特
別
な
支
援

が
必
要
な
子
供
た
ち
の
可
能

性
も
大
き
く
広
げ
る
も
の
で

あ
る
。
学
校
そ
し
て
家
庭
で

の
さ
ら
な
る
効
果
的
な
活
用

を
図
り
、「
共
に
学
び
、
支

え
合
う
環
境
づ
く
り
」
の
一

助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答 Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
方
向
性
は

さ
ら
な
る
効
果
的
な
活
用
を
図
る

問

松下 尚美

質問者の動画
が見られます

富
士
山
南
東
ス
マ
ー
ト
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　
　
富
士
山
南
東
ス
マ
ー
ト

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
協
議
会

と
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

様
々
な
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
広

域
連
携
に
よ
る
取
組
を
進
め
、

民
間
企
業
と
の
連
携
や
先
進

技
術
の
活
用
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
資
源
や
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
の
知
見
を
共
有
し
、

答

答

答

広域連携で魅力あるエリア形成が望まれる

問

問

問

問

問

問 答

答 答

世
界
に
発
信
で
き
る
魅
力
あ

る
エ
リ
ア
形
成
を
目
指
し
て

い
る
。
三
島
市
、
裾
野
市
、

長
泉
町
の
２
市
１
町
を
構
成

市
町
と
し
て
、
令
和
３
年
８

月
18
日
に
発
足
し
た
。

　
　
今
年
度
か
ら
協
議
会
へ

の
参
画
し
た
理
由
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

町
と
２
市

１
町
と
は
、
生
活
圏
を
一
つ

に
し
、
首
都
圏
の
子
育
て
世

帯
か
ら
選
ば
れ
る
転
職
な
き

移
住
を
は
じ
め
、
今
後
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
行
政
課
題
に
つ
い
て
も
、

多
く
を
共
有
し
て
い
る
。

　
　
町
が
得
ら
れ
る
効
果
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

首
長
、
管

理
職
、
担
当
者
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
で
意
見
交
換
が
で

き
る
。
広
域
的
に
取
り
組
む

こ
と
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

に
加
え
、
ふ
じ
の
く
に
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
地
域
循
環
共
生
圏

と
し
て
県
の
認
定
を
目
指
し

て
お
り
、
補
助
金
の
交
付
に

当
た
り
、
複
数
市
町
で
取
り

組
む
場
合
に
は
、
単
独
市
町

で
申
請
し
た
場
合
と
比
べ
、

補
助
限
度
額
が
増
額
と
な
る

と
い
う
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
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災
害
時
の
障
が
い
者
等
の
避
難
支
援
は

避
難
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
等
を
進
め
る

答
問

　
　
令
和
５
年
３
月
に
地
域

防
災
計
画
が
改
定
さ
れ
た
が
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
等
、
避

難
に
支
援
を
要
す
る
方
た
ち

の
具
体
的
な
避
難
方
法
に
つ

い
て
の
個
別
避
難
計
画
は
作

成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

要
支

援
者
の
方
々
を
災
害
か
ら
保

護
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援

を
行
う
個
別
避
難
計
画
を
整

備
し
て
い
る
。
本
年
度
は
民

生
委
員
の
協
力
の
下
、
高
齢

者
実
態
把
握
訪
問
に
合
わ
せ
、

要
支
援
者
へ
の
再
訪
問
や
新

た
な
対
象
者
の
追
加
な
ど
、

計
画
の
整
備
を
改
め
て
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
個
別
避
難
計
画
が
実
際

に
機
能
す
る
の
か
、
避
難
訓

練
で
検
証
を
行
う
予
定
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

要
支

援
者
避
難
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
等
を
進
め
る
と
と
も

に
、
各
自
主
防
災
会
等
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
訓
練
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

　
　
避
難
所
の
運
営
は
自
主

防
災
会
が
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
開
設
者
で
あ
る

町
と
の
連
携
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 
町

で
は
日
頃
か
ら
各
地
区
の
自

主
防
災
会
と
研
修
会
や
防
災

訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
円
滑

な
避
難
所
運
営
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。
今
後
も
訓

練
な
ど
、
常
に
危
機
感
を

持
っ
て
町
と
自
主
防
災
会
の

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　
避
難
所
と
な
る
学
校
体

育
館
に
は
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

現

状
の
学
校
体
育
館
の
構
造
上
、

単
に
空
調
設
備
を
設
置
す
る

だ
け
で
は
、
館
内
を
十
分
に

冷
却
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
空
調
設
備
の
設
置
は
適

切
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
暑
さ
対
策

と
し
て
は
、
空
調
設
備
を
備

え
た
教
室
を
有
効
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

吉川 清里

質問者の動画
が見られます

　
　
町
内
で
の
マ
イ
ナ
保
険

証
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
町
民
か

ら
の
問
合
せ
は
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
で
従
来

の
保
険
証
持
参
を
勧
め
て
い

る
医
療
機
関
は
あ
る
か
。

　

  （
住
民
課
長
） 

国
民
健
康

保
険
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
１
件

あ
っ
た
。

　

町
民
か
ら
の
問
合
せ
は
、

登
録
の
内
容
に
関
す
る
問
合

せ
が
数
件
あ
っ
た
。

　
従
来
の
保
険
証
の
持
参
を

勧
め
て
い
る
医
療
機
関
は
把

握
を
し
て
い
な
い
。

防災訓練で行われた避難所の設営

答

答

問

問

答 問

答答 問問

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
は
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西
小
学
校
の
外
国
籍
児

童
数
の
推
移
は
。
ま
た
、
現

在
の
外
国
籍
児
童
の
国
籍
の

内
訳
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

平
成

26
年
度
は
36
人
、
平
成
30
年

度
は
50
人
、
本
年
度
は
61
人

で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
本
年
度
の
国
籍
別
在

籍
数
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
47

人
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
９
人
、
ペ

ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
が
各
１
人
、
日
本

語
指
導
が
必
要
な
日
本
国
籍

の
児
童
が
１
人
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
外
国
籍
児
童
支
援
員
の

人
数
や
出
勤
日
数
を
増
や
す

予
定
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

外
国

籍
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
現

支
援
員
は
他
市
町
で
も
勤
務

し
て
お
り
、
勤
務
日
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
新
た
な
人
材
の
確

保
に
も
努
め
て
い
る
が
、
増

員
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

も
外
国
籍
児
童
数
の
増
加
が

想
定
さ
れ
る
の
で
、
引
き
続

き
増
員
等
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
　
現
在
配
置
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
で
、
学
校

生
活
の
支
援
も
し
て
い
る
。

今
後
同
様
な
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
確
保

が
望
ま
れ
る
が
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

今
後

の
更
新
に
お
い
て
も
、
在
籍

す
る
外
国
籍
児
童
の
国
籍
や

母
語
の
状
況
を
踏
ま
え
、
自

治
体
国
際
化
協
会
へ
派
遣
要

望
を
し
て
い
く
。

答 西
小
外
国
籍
支
援
員
の
拡
充
を

引
き
続
き
増
員
等
の
検
討
を
進
め
る

問

森野 夏歩

質問者の動画
が見られます

歩
い
て
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
サ
ン
ト
ム
ー
ン
前
の
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
の
段
差

解
消
の
予
定
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

構
造
上
の

強
度
や
排
水
処
理
を
考
慮
す

る
と
、
薄
い
歩
車
道
境
界
ブ

ロ
ッ
ク
に
変
更
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
だ
が
、
改
め
て

利
用
者
目
線
に
立
ち
、
今
後

少
し
ず
つ
で
も
段
差
を
少
な

く
す
る
方
法
を
考
え
検
討
し

て
い
く
。

答

外国籍児童に日本語指導を行う教室

問

　
　
歩
道
の
休
憩
施
設
設
置

の
現
状
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

現
在
、
町

内
の
交
差
部
4
カ
所
に
設
置

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
に

は
、
２
カ
所
に
日
よ
け
付
き

の
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
。
今

後
は
、
さ
ら
に
２
カ
所
に
日

よ
け
の
付
き
の
ベ
ン
チ
の
整

備
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
２
か
国
語
が
話
せ
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
確
保
が
困
難
な
場
合
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
の
対
応
が
で

き
る
支
援
員
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
る
が
そ
の
対
応
、
確
保

の
対
策
は
。　

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

在
籍

す
る
児
童
生
徒
の
国
籍
や
母

語
の
状
況
に
合
わ
せ
、
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
単
に
通
訳
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
学
校
の
仕
組
み
や

教
育
、
日
本
で
の
生
活
を
理

解
し
た
上
で
、
児
童
生
徒
た

ち
や
保
護
者
へ
の
支
援
が
で

き
る
人
材
を
求
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
適
し
た
人
材
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県

の
人
材
情
報
の
ほ
か
、
支
援

員
、
そ
の
他
関
係
者
を
通
じ

た
紹
介
や
求
人
募
集
な
ど
に

よ
り
、
適
切
な
支
援
員
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

問問 答

問

問

答 答

答

答 問
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内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を

早
期
の
策
定
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
く

答
問

　
　
町
の
治
水
対
策
と
し
て
、

内
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域

を
示
す
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
策
定
が
急
務
と
考

え
る
が
、
町
の
認
識
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
し

た
浸
水
想
定
区
域
な
ど
の
安

全
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策

定
は
必
要
で
あ
る
。

　
　
国
の
制
度
の
活
用
等
も

含
め
た
、
本
町
の
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
時
期
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

策

定
に
は
地
形
や
管
路
、
過
去

の
浸
水
履
歴
な
ど
多
く
の

デ
ー
タ
が
必
要
と
な
り
、
相

応
の
期
間
と
費
用
負
担
の
必

要
が
あ
る
た
め
財
源
確
保
を

し
つ
つ
、
早
期
の
策
定
を
目

指
し
準
備
を
進
め
て
い
く
。

大濱 博史

質問者の動画
が見られます

全戸に配布されている
町のハザードマップ

答 問

第
４
期
の
定
員
管
理
計
画
の
見
直
し
は

認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を

答 問

問　
町
が
考
え
る
認
知
症
高

齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
と
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

認
知

症
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
し
、
家
族
も
安
心

し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
社
会
の
理
解

を
深
め
、
認
知
症
の
有
無
に

　
　
第
４
期
の
定
員
管
理
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
は
。

　
  （

総
務
課
長
） 

業
務
の
継

続
に
必
要
な
人
材
の
確
保
を

柔
軟
に
進
め
る
。
令
和
５
年

度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
職
員
数
を
12
人
増
員
し
、

２
２
０
人
と
す
る
。

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
を
と
も
に

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
　
本
町
が
目
指
す
「
認
知

症
高
齢
者
に
や
さ
し
い
地
域

づ
く
り
」
の
課
題
と
今
後
の

方
針
は
。

　
　
第
４
期
の
定
員
管
理
計

画
と
施
政
方
針
に
は
隔
た
り

が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
見

直
し
が
重
要
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

定
員
管
理
計
画

の
想
定
値
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
新
た
な
課
題
や
行

政
需
要
等
の
発
生
に
よ
り
人

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

認
知

症
の
進
行
に
合
わ
せ
、
ど
の

よ
う
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
今

後
は
相
談
窓
口
の
周
知
の
強

化
な
ど
認
知
症
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
努
め
て
い
き
た
い
。

材
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、

計
画
の
見
直
し
を
図
る
中
で
、

町
政
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
の
人
材
確
保
と
組
織
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

答答

答

答

問問

問問
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光輝会による先進地の視察
地域共創コンソーシアム（大正大学）
自動運転バス・子育て支援施策（茨城県境町）

政務活動費

令和４年度 政務活動費決算一覧表 （単位：円）

森野善広
吉川清里
佐野俊光
松浦俊介
飯田安雄
秋山治美
岩﨑髙雄
渡邉和豊
大濱博史
石垣雅雄
桐原直紀
山本文博
松下尚美  
向笠　誠  

300,000

450,000

600,000

750,000

104,692

168,035

74,838

212,351

0

16,080

10,720

212,351

31,476

131,000

43,718

0

73,216

20,955

20,400

0

0

0

0

0

195,308

281,965

525,162

537,649

日本共産
党議員団

新生会

会派名 会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額
（Ａ－Ｂ）

内　　   訳
調査研究
・研修費

資料作成
・購入費

広報・
広聴費 事務所費

光輝会

湧創フォ
ーラム

政務活動費を公開します

令和4年度

議会ホームページは
こちらから

　

政
務
活
動
費
は
、
議
員

の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活

動
に
資
す
る
た
め
必
要
な

経
費
の
一
部
と
し
て
、
議

会
に
お
け
る
会
派
に
1
人

当
た
り
年
額
15
万
円
が
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

各
会
派
は
、
収
支
報
告

書
に
領
収
書
を
添
付
し
、

議
長
に
提
出
し
て
い
ま

す
。
年
度
に
お
い
て
残
余

額
が
あ
る
場
合
は
、
町
に

返
還
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
令

和
４
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
、
研
修
会

へ
の
参
加
な
ど
政
務
活
動

に
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
へ
の
返
還

額
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。



その 1議会の
開　会

議長が開会を宣言します。

上　程

議案（条例や予算など）を議題とします。

説　明

町長が、議案の内容や提案理由を説明します。

質　疑

議案について、不明な点を執行部に聞きます。

委員会付託 議案をより深く審査するために、それぞれの委員会に
審査を依頼します。

　町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
（
条
例
や
予
算
な
ど
）
が
本
会
議
に

提
出
さ
れ
、
議
決
さ
れ
る
ま
で
の
主
な
流
れ
を
実
際
の
議
会
の
写
真

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

議
案
審
査
は
ど
う
い
う
流
れ
？

委員会での審査経過、結果を委員長が報告
します。

委員長報告

議案に対して賛成か反対か、意見を表明し
ます。

討　論

議案について、可決か否決かを決定（議決）
します。

①議長席
②演壇…議案の説明、答弁（主に町長や教育
長）、委員長報告、討論を行います。
③執行部席…課長が答弁を行います。

④議員席…質疑は議員席から行います。
⑤発言席…一般質問を行います。
⑥傍聴席 ( 28 席 )

採　決

議長が閉会を宣言します。

閉　会

●総務建設委員会
総務、防災、建設、下水道、ごみ、税務、産業
観光などに関する事項
　
●民生文教委員会
教育、学校、健康増進、医療保険、介護、福祉、
子育て支援、社会教育に関する事項

それぞれの委員会で議案について詳細な説明
を受け、質疑応答をして可否を決定します。

委員会審査

①

③③

④⑤

⑥

②

そこが知りたい！
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委員会での審査経過、結果を委員長が報告
します。

委員長報告

議案に対して賛成か反対か、意見を表明し
ます。

討　論

議案について、可決か否決かを決定（議決）
します。

①議長席
②演壇…議案の説明、答弁（主に町長や教育
長）、委員長報告、討論を行います。
③執行部席…課長が答弁を行います。

④議員席…質疑は議員席から行います。
⑤発言席…一般質問を行います。
⑥傍聴席 ( 28 席 )

採　決

議長が閉会を宣言します。

閉　会

●総務建設委員会
総務、防災、建設、下水道、ごみ、税務、産業
観光などに関する事項
　
●民生文教委員会
教育、学校、健康増進、医療保険、介護、福祉、
子育て支援、社会教育に関する事項

それぞれの委員会で議案について詳細な説明
を受け、質疑応答をして可否を決定します。

委員会審査

①

③③

④⑤

⑥

②

そこが知りたい！
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今
年
の
夏
は
、
30
度
以
上

の
真
夏
日
が
約
80
日
間
に
な

る
な
ど
記
録
的
な
暑
さ
で
し

た
。
ま
た
、
最
近
の
気
象
は
、

線
状
降
水
帯
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、

日
頃
か
ら
の
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
町
民
の

皆
様
に
議
会
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
「
そ
こ
が
知
り
た

い
！
議
会
の
し
く
み
」
を
掲

載
し
ま
し
た
が
、
機
会
を
捉

え
て
連
載
し
ま
す
。

　

今
後
も
「
議
会
だ
よ
り
」

は
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
町
民
と
町
議
会
を
つ
な

ぐ
広
報
誌
と
し
て
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。（

野
田
）

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　

議　

長　

佐
野　

俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

松
下　

尚
美

副
委
員
長　

野
田　

敏
彦

委　

員　

大
濱　

博
史

寺
島　

俊
郎

田
代　
　

稔

森
野　

夏
歩

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
７
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

31
円
で
す
。

編
集
後
記
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議会を傍聴
してみませんか

次の定例会は

 11月30日  午前９時
開会予定です。
　　　　　   

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。

お知らせ

清水町
ふるさと大使

宮西達也さんの
　　   絵本の世界にふれる

　

９
月

　

９
月
3030
日
か
ら
開
催
し
た

日
か
ら
開
催
し
た

清
水
町
出
身
の
絵
本
作
家
、

清
水
町
出
身
の
絵
本
作
家
、

宮
西
達
也
さ
ん
の
原
画
展
で
、

宮
西
達
也
さ
ん
の
原
画
展
で
、

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

し
た
。

―
子
供
の
頃
の
町
で
の
思
い

―
子
供
の
頃
の
町
で
の
思
い

出
は
。

出
は
。

　

た
く
さ
ん
の
自
然
が
身
近

　

た
く
さ
ん
の
自
然
が
身
近

に
あ
り
、
町
中
を
駆
け
回
っ

に
あ
り
、
町
中
を
駆
け
回
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
学
校

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
学
校

か
ら
の
帰
り
道
に
寄
り
道
を

か
ら
の
帰
り
道
に
寄
り
道
を

し
た
り
、
柿
田
川
に
入
っ
て

し
た
り
、
柿
田
川
に
入
っ
て

遊
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
か
っ

遊
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
か
っ

た
で
す
。

た
で
す
。

―
絵
本
作
家
に
な
ろ
う
と

―
絵
本
作
家
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
は
。
き
っ
か
け
は
。

思
っ
た
の
は
。
き
っ
か
け
は
。

　

大
学
生
の
時
に
人
形
美
術

　

大
学
生
の
時
に
人
形
美
術

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、

就
職
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕

就
職
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕

事
も
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ

事
も
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ

り
絵
を
描
き
た
い
と
強
く
思

り
絵
を
描
き
た
い
と
強
く
思

い
、
出
版
社
に
自
分
の
絵
を

い
、
出
版
社
に
自
分
の
絵
を

売
り
込
み
に
行
き
ま
し
た
。

売
り
込
み
に
行
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
出
版
社
が
絵
本

　

や
が
て
、
出
版
社
が
絵
本

を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
や
っ
と
出
た
ぼ

り
ま
し
た
。
や
っ
と
出
た
ぼ

く
の
絵
本
を
本
屋
さ
ん
で
読

く
の
絵
本
を
本
屋
さ
ん
で
読

ん
で
い
た
子
供
が
笑
っ
て
く

ん
で
い
た
子
供
が
笑
っ
て
く

れ
、
そ
れ
を
見
て
、
絵
本
作

れ
、
そ
れ
を
見
て
、
絵
本
作

家
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

家
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
の
町
に
期
待
す

る
こ
と
は
。

　

風
景
は
変
わ
っ
た
け
れ
ど
、

柿
田
川
は
変
わ
ら
な
い
。
た

く
さ
ん
の
自
然
を
残
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

―
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

と
は
。
ご
自
身
の
夢
は
。

　

自
分
が
夢
を
掴
ん
だ
よ
う

に
、
子
供
た
ち
に
も
夢
を
掴

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
大
人
た

ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見

せ
て
、
子
供
た
ち
の
目
標
に

な
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

来
場
者
の
方
に
感
想
を
聞

き
ま
し
た
。

―
宮
西
さ
ん
の
魅
力
は
。

　

明
る
く
て
面
白
い
と
こ
ろ

が
魅
力
で
す
。
愛
情
あ
ふ
れ

る
お
話
も
、
可
愛
ら
し
い
絵

も
大
好
き
で
す
。

　

宮
西
さ
ん
の
温
か
い
絵
本

の
世
界
と
人
と
な
り
に
触
れ

た
一
日
で
し
た
。

　

多
忙
な
中
、
丁
寧
に
答
え

て
い
た
だ
き
感
謝
を
い
た
し

ま
す
。

  

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

野
田
）
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30
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た
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水
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出
身
の
絵
本
作
家
、

宮
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達
也
さ
ん
の
原
画
展
で
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
子
供
の
頃
の
町
で
の
思
い

出
は
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た
く
さ
ん
の
自
然
が
身
近

に
あ
り
、
町
中
を
駆
け
回
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
学
校

か
ら
の
帰
り
道
に
寄
り
道
を

し
た
り
、
柿
田
川
に
入
っ
て

遊
ん
だ
り
し
て
、
楽
し
か
っ

た
で
す
。

―
絵
本
作
家
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
は
。
き
っ
か
け
は
。

　

大
学
生
の
時
に
人
形
美
術

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、

就
職
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕

事
も
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ

り
絵
を
描
き
た
い
と
強
く
思

い
、
出
版
社
に
自
分
の
絵
を

売
り
込
み
に
行
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
出
版
社
が
絵
本

を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
や
っ
と
出
た
ぼ

く
の
絵
本
を
本
屋
さ
ん
で
読

ん
で
い
た
子
供
が
笑
っ
て
く

れ
、
そ
れ
を
見
て
、
絵
本
作

家
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ジオラマで絵本の世界を楽しむ子供たち


